
集
団
的
自
衛
権
と
個
別
的
自
衛
権

「
集
団
的
自
衛
権
」
と
は
、
自
分
の

国
は
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
て
も

他
の
国
に
加
え
ら
れ
た
武
力
攻
撃
を
阻

止
す
る
権
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
個
別
的
自
衛
権
」
と
は
、
武
力
攻

撃
を
受
け
た
国
が
自
分
の
国
を
守
る
た

め
に
行
使
す
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

ど
ち
ら
に
も
「
自
衛
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
「
自
国
防
衛
」
を
意

味
す
る
の
が
「
個
別
的
自
衛
権
」
で
、

「
他
国
防
衛
」
を
建
前
と
す
る
の
が

「
集
団
的
自
衛
権
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
国
を
侵
略
す
る
口
実
に

こ
れ
ま
で
「
集
団
的
自
衛
権
」
が
発

動
さ
れ
た
大
部
分
は
、
中
小
国
へ
の
侵

略
や
軍
事
介
入
で
し
た
（
表
参
照
）
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
は
、
も
と
も
と
、

ア
メ
リ
カ
が
中
小
の
国
に
侵
略
・
介
入

す
る
た
め
に
、
国

連
憲
章
に
押
し
込

ん
だ
も
の
な
の
で

す
。「

集
団
的
自
衛

権
の
行
使
」
と
は
、

武
力
攻
撃
を
受
け

た
外
国
を
守
る
た

め
、
自
国
の
軍
隊

を
海
外
に
派
遣
し
、

武
力
攻
撃
を
仕
掛

け
た
国
と
交
戦
す

る
こ
と
で
す
か
ら
、

日
本
が
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
を

容
認
す
れ
ば
、
自
衛
隊
は
「
海
外
で
戦

争
す
る
軍
隊
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

安
倍
首
相
は
「
日
本
の
安
全
に
重
大

な
影
響
が
及
ぶ
」
場
合
に
限
る
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
判
断
基
準
は
非
常
に
あ

い
ま
い
で
、
行
使
の
範
囲
も
政
府
の
解

釈
次
第
で
地
球
の
裏
側
ま
で
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
本
が
「
集
団
的
自
衛
権
」
を
口
実

に
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て
中
小
国

に
攻
め
込
む
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

憲
法
九
条
が
自
衛
隊
員
の
命
を
守
る

安
倍
首
相
は
「
外
国
に
攻
め
込
む
」

と
い
う
本
質
を
隠
し
て
進
め
て
い
ま
す

が
、
戦
争
放
棄
、
戦
力
不
保
持
を
定
め

た
「
憲
法
九
条
」
を
ど
う
解
釈
し
て
も

認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
は
「
憲
法
九
条
」
が
歯
止
め

に
な
っ
て
、
戦
争
で
人
を
殺
さ
ず
、
戦

死
者
も
出
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
憲
法
九
条
」
が
自
衛
隊
員
の
生
命
を

守
っ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
集
団
的
自
衛
権
ノ
ー
」
の
世
論
と

運
動
は
日
々
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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「
集
団
的
自
衛
権
」
に
は
「
自
衛
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
た
め
、
「
日
本
を
守
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相
は
「
国
民

の
命
を
守
る
」
と
繰
り
返
し
ま
す
が
、
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
危
険
な
実
態
は
…
。

守ろう！日本の宝「憲法九条」

▽アメリカによるベトナム、レバノン、

ニカラグア、グレナダへの侵略・介入

▽旧ソ連によるハンガリー、チェコス

ロバキア、アフガニスタンへの侵略・

介入▽イギリスのヨルダン、イエメン

介入▽フランスのチャド介入…など。

これらの例に見るように、アメリカや

旧ソ連などが自分たちの勢力圏を維持

するため、そこから抜け出そうとする

自主的な国が生まれたり、勢力圏下に

ある国の「かいらい政権」が反政府勢

力によって倒されそうになったりした

時に、その国に攻め込んだのでした。
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ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

「区議会だより№.214」より

「共産党はなんでも反対」という声を、たま

に聞くことがあります。

日本共産党区議団のモットーは、区民の目線

で「行政をチェック」し、区民の願いを実現さ

せる「施策を提案」し、その実現のために「広

範な方たちと力を合わせる」というものです。

第１回定例会には、27議案が上程され、党区

議団は12議案に反対し、賛成率は56％でした。

反対した主な議案は、26年度各会計予算案、

国保料値上げ条例、児童館を民間企業に運営さ

せる条例、大規模再開発のための区道の廃止な

ど、区民にとって認められないものばかりです。

→


